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都市農業ベルト、ロンドンと練馬のネットワークとその場所

内容:

ロンドン
プランニング・アドバザリー・ノート

練馬



政策
グリーンベルト法 (1938年)
国土政策計画
国土政策計画の枠組み (2019年)
ロンドン計画 (2016年と2020年)

Image: European Space Agency website November 2019

グリーンベルト外周直径約100km

大体ここからがグリーンベルト
直径30km圏内



政策
グリーンベルト法 (1938年)
国土政策計画
国土政策計画の枠組み (2019年)
ロンドン計画 (2016年と2020年)
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大体ここからがグリーンベルト
直径30km圏内



Image: https://londongreenbeltcouncil.org.uk/maps/ November 2019

ロンドンのグリーンベルトは今
“衰退の危機” にさらされている。
2019年のロンドン・グリーンベルト
審議会より

https://londongreenbeltcouncil.org.uk/maps/


ロンドンのコミュニティ農園の場所と
ボランティアを募集している農園が分かるサイト



2012年に、土地計画の補足的な手引きが発表された。グリーン・インフラと開かれた環境のための
「ロンドン・グリーン・グリッド」である。 2016年と2020年の「ロンドン計画」に付随するものである。

直径30km圏内

グリーンベルトの範囲



2012年に、土地計画の補足的な手引きが発表された。グリーン・インフラと開かれた環境のための
「ロンドン・グリーン・グリッド」である。 2016年と2020年の「ロンドン計画」に付随するものである。

直径30km圏内

図11:生産的景観

市民農園やコミュニティ農園
園芸や果樹園
耕作農業
畜産農業
広葉樹林
森林地帯
キャピタル・グロウスの農園



Growing a CPUL City

London

image: London CPUL – Bohn&Viljoen – 2008

成長するCPUL都市



[C] はオープン・スペースをつなげる :

都市内部にあるオープンな土地区画や都市
内部の土地が新たなインフラとつながり、
都市内部の土地が地方の土地とつながる。

[P] はオープン・スペースを利用する :

都市農業を、環境的にも、経済的にも、社
会的にも生産的なものとすることによって。

[U] は「内部で」起こっている :

グリーンベルトは緑豊かなままであり、未
開発地域も緑にあふれ、 (環境汚染などの
理由で)利用されなくなった用地にも緑が増
えてく。

[L] は景観である :

地方も都市も、空間的かつ視覚的にも良質
な景観である。

Continuous（連続する）
Productive（生産的）
Urban（都市）
Landscape （景観）[CPUL]

image: The CPUL concept – Bohn&Viljoen – 2002



プランニング・アドバザリー・ノート







--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

ブライトン・アンド・ホヴのカイ・ペニー氏の写真は、PAN 06の成果であり、個々の区画が広い空間や社会的ネットワークに統合されることに考慮の上
ボーン＆フルヨンのデザインと比較した。

2019年のブライトン・アンド・ホヴ

左側:ゲーム/フィールドマルザーン-ベル
リン

-TUベルリンの「都市と栄養」の会長ケイ
-ボーン (2009年/2012年)

–写真はボーン＆フルヨンによる(2012
年)

右側: 「都市農業の取組 –ミドルズブラ–」
ボーン＆フルヨン建築事務所

(コンサルタント) (2006年2007年)



練馬



さらに
練馬の事例研究: 白石氏の農地

白石氏の4千スクエアメートルもの農地を事例研究とした、都市農業用地のCPUL統合について



2005 2010

2014 2015

CPULの概念のための資料
以上です、ありがとうございます!


